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■名古屋駅名の謎 谷川彰英 祥伝社 

 名古屋の地下鉄や名鉄は名古屋市民にとって馴染み深い庶民の足で

す。ところでその駅名、地元民でも読めないような奇妙な名前であった

り、駅のある町の名前とはまったく異なったりすることもしばしば。本

書では身近な名古屋の駅名の由来をわかりやすく解説しています。 

 

■子どもたちにつなぐみんなの食べ方じてん 

富山洋子 ジャパンマニシスト社 

 食材の選び方や食べものの危険性について書かれた本。できあいの弁

当やお惣菜で手を抜きがちな昨今の「食」について考えさせてくれます。

４０年以上消費者運動に携わってきた作者への一問一答も魅力的。 

 

■包丁大全 ｜ 道具で料理がいっそう楽しくなる 

ワールドフォトプレス 

 今や百均でも買えてしまう包丁ですが、毎日使う道具なら、いいもの

にこだわってみてはいかがでしょうか。この本では職人の作る名包丁か

ら、包丁の使い方、研ぎ方、包丁の歴史まで、幅広く紹介しています。 

 

■はじめてでもできるかんたんティッシュ工作 

駒宮洋／著  学研教育出版 

 材料はティッシュとつまようじと木工用ボンドだけ。基本のつくり方

は「ちぎる」「くっつける」「こよる」「まるめる」の４つだけ。たったこ

れだけで「メロンパン」や「はくちょう」が作れてしまうんです。かん

たんなものが作れたら、ぜひ難しい「あげはちょう」に挑戦してみまし

ょう。 

 図書館では普段皆さんの目にとまる貸出･返却業務ばかりでなく、様々な

サービスや活動を行っています。南陽図書館での展示や催し物の案内は館

内のチラシやポスターの他、以下のような媒体にも載っています。ぜひ一

度チェックしてみてください。 

 

・あつた・みなとホームニュース 

・広報なごや 

・生涯学習なごや 

・名古屋市図書館ホームページ 

・港区フリモ 

・わくわくキッズナビ 

 

そしてもちろん、この「南陽図書館つうしん」もお忘れなく。 

新しく入った本から 

★知ってください！ 図書館の広報

活動 

南陽図書館つうしん ２０１２秋号 

号 

■あなたの知らない図書館の豆知識：図書館の雑誌（装備編）■ 

 図書館の雑誌はバーコードを貼ってデータ上で受入をし、日付印を押し、透明

フィルムを貼り、カバーをかけてから雑誌の棚に並びます（図書館ではこの過程

を資料の『装備』といいます）。図書でも装備をしますが、雑誌には次号が来る日

を調べて貸出開始日を押印したり、付録の小冊子をつけたり（付録が本体より大

きいこともありますが……）、クーポン券に盗難防止のためのはんこを押したり、

といった一手間があります。 
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子どもと本の講座「子育てと絵本」 

11 月１日（木）10 時～11 時３０分  

定員２５名（当日先着順） 

家庭文庫を主宰し、自らも子育て経験を持つ久

原幸子さんをお招きし、絵本についてお話して

いただきます。予約申込不要ですのでお気軽に

お越しください。 

南陽地域 季節の風景 

南陽図書館からのおしらせ 

今年は残暑が長く続き、10 月に入ってもまだ半そで 

で十分な暑い日が続いていますが、朝晩は涼しくなり、 

季節の移り変わりを感じます。木々が赤や黄に色づくよ 

うになると、道端に様々な木の実や草の実を見つけるこ 

とができます。幼少時に喜々として拾った経験がある人 

も、大人になった今では素通りしてしまっているのでは 

ないでしょうか。 

秋号では当館所蔵の木の実や草の実の本を紹介します。 

 

■ どんぐりハンドブック いわさゆうこ／著 八田洋明／著 文一総合出版 

■ 身近な草木の実とタネハンドブック 多田多恵子／著 文一総合出版 

■ 都会の木の実・草の実図鑑 石井桃子／著 八坂書房 

木の実や草の実を見つけたら、まずは名前を調べてみましょう。色も形も様々な実

や種には、風や動物に運んでもらうための創意工夫がいっぱいです。秋の風物詩「ど

んぐり」も、一見同じようですが、木の種類によって色も形も違うんです。 

 

■ 秋の赤い葉・黄色い葉・木の実 千趣会 

■ ドングリと木のみのこうさく 竹井史郎／作 岩崎書店 

秋の木の実は見た目にも美しいものがたくさんあります。花や葉と組み合わせ

たフラワーアレンジメントはいかがでしょうか。子ども向けの工作の材料として

も使えます。 

 

■ひっつき虫観察便利帳 ｜ ふしぎが楽しい 岩槻秀明／著  いかだ社 

この時期、ちょっと草のあるところを歩くと、あちこちに草の実がくっついてくる

こと、ありませんか？ よく「ひっつき虫」とか「ひっつき豆」と呼ばれているのは

ヌスビトハギというマメ科植物の種です。この本では人や動物にひっついて種を運ん

でもらう植物と、そのひっつき方や実や花の特徴を紹介しています。 

他にも…… 

□山菜・木の実おいしい５０選  戸門秀雄／著  恒文社 

□探して楽しむドングリと松ぼっくり  平野隆久／写真  山と渓谷社 

□木の実を飾る  酒井英子／著  文化出版局 

など、様々な本があります。 

 

みなと区民まつり 

１１月３日(土・祝) 

１０時～１５時 

毎年恒例の区民まつりに

今年も出店します。内容は

市民の不用図書の交換会

と簡単な工作です。港図書

館と共催です。 


